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十
月
十
四
日
�
土
�
万
燈
・
女
神
輿
巡
幸
ル
�
ト 田無駅 

十
月
十
五
日
�
日
�
本
社
神
輿
巡
幸
ル
�
ト 田無駅 

（令和5年9月15日発行） 
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（令和5年9月15日発行） 

⑥

子供神輿担ぎ手募集
10月15日(日) 午後2時50分出御



尉殿神社拝殿

令
和
４
年
に
刊
行
し
た
御
遷
座
三
五

〇
年
記
念
誌
『
写
真
と
資
料
か
ら
見
る

田
無
神
社
』の
第
１
章「
由
緒
」の
項
で
、

尉
殿
に
つ
い
て
の
様
々
な
説
・
解
釈
を

紹
介
し
、
垂
迹
神
で
あ
る
倶
利
伽
羅
不

動
明
王
は
雨
を
降
ら
す
水
の
守
護
神
で

あ
り
、
シ
ナ
ツ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
・
シ
ナ

ト
ベ
ノ
ミ
コ
ト
は
風
雨
の
順
調
と
五
穀

豊
穣
を
司
る
神
で
あ
り
、
尉
殿
は
水
の

神
で
あ
る
と
纏
め
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、

紙
幅
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た

説
・
解
釈
を
、
田
無
神
社
社
報
で
数
号

に
渡
り
「
尉
殿
考
」
と
し
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
昭
和
38
年
に
武
蔵
総

社
大
國
魂
神
社
が
刊
行
し
た
『
武
蔵
府

中
物
語
』
か
ら
尉
殿
に
つ
い
て
の
記
述

を
紹
介
し
ま
し
た
。
第
２
回
目
は
昭
和

59
年
に
保
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
が
編

集
し
、
保
谷
市
役
所
が
刊
行
し
た
『
保

谷
市
史 

別
冊
二 

保
谷
の
石
仏
と
石

塔
』
か
ら
尉
殿
に
つ
い
て
の
記
述
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。『
保
谷
市
史 

別
冊
二 

保
谷
の
石
仏
と
石
塔
』
４
頁
〜
５
頁
に

か
け
て
尉
殿
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、

尉
殿
の
「
尉
」
は
「
級
長
」
か
ら
転
化

し
た
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

田
無
神
社
で
は
こ
の
説
は
根
拠
が
乏
し

く
、
立
証
が
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
尉
殿
の
神
を
特
定
し
、
理
解
し
よ

う
と
す
る
動
き
は
、
明
治
初
期
の
初
代

社
掌
賀
陽
濟
、
二
代
目
社
掌
賀
陽
尚
賢

の
時
代
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
筆
者
も
手

を
尽
く
し
て
調
べ
て
い
ま
す
が
現
在
ま

で
の
と
こ
ろ
有
力
な
資
料
の
発
見
等
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
尉
殿
権
現
に
つ

い
て
、
今
後
の
論
文
等
に
よ
る
学
術
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
解
明
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

級
長
戸
辺
命
は
国
津
神
の
女
神
で

あ
り
、
古
く
か
ら
天
津
神
の
男
神
級

長
津
彦
命
と
一
体
の
夫
婦
神
と
し
て

祀
ら
れ
た
。そ
の
本
宮
と
神
名
は『
延

喜
式
』
の
名
神
大
社
に
あ
げ
ら
れ
て
、

古
代
の
朝
廷
が
奉
幣
し
た
奈
良
県
生

駒
郡
に
あ
る
風
神
の
龍
田
明
神
で
あ

る
。
一
方
山
岳
宗
教
に
源
泉
が
求
め

ら
れ
る
倶
利
伽
羅
不
動
明
王
は
、
民

間
信
仰
的
に
発
展
し
た
水
の
神
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
垂
迹
の
神
が
風
神

級
長
二
尊
命
、
そ
の
本
地
が
水
神
俱

利
伽
羅
不
動
明
王
と
い
う
権
化
思
想

の
典
型
の
よ
う
な
尉
殿
権
現
は
、
農

耕
神
で
あ
り
ひ
い
て
は
農
民
の
生
活

そ
の
も
の
に
深
く
関
係
す
る
神
で
あ

っ
た
。
水
に
乏
し
く
、
秋
か
ら
冬
に

風
が
吹
き
荒
れ
た
保
谷
の
風
土
に
も

っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
祭
神
な
の
で
あ

る
。
こ
の
社
の
旧
神
事
に
、
二
百
十

日
の
風
鎮
め
祈
年
祭
が
あ
っ
た
の
も
、

こ
う
し
た
風
土
に
由
来
す
る
も
の
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

社
号
の
「
尉
殿
」
は
難
解
と
さ
れ

て
議
論
が
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
竜

田
風
神
の「
級
長
」を
古
語
で
は「
し

な
と
の
か
ぜ
﹇
科
戸
風
﹈《
シ
ナ
ト

は
「
息（
し
）な
門（
と
）」
で
、
風
の

吹
き
起
る
所
。
神
代
紀
に
は
級
長
戸

辺
命（
し
な
と
べ
の
み
こ
と
）と
い
う

風
の
神
の
名
も
見
え
る
》」（『
岩
波

版
古
語
辞
典
』）
と
あ
り
、
息
の
長

い
鶏
の
種
類
を
「
級
長
鳥
」
と
も
呼

ん
で
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
こ
に
風

神
の
古
代
的
風
貌
が
浮
び
上
が
っ
て

く
る
。
の
ち
「
息（
生
）が
長
い
」
は

長
命
と
同
義
に
使
わ
れ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
級
長
が
長
寿
を
象
徴
す
る
め
で

た
い
「
尉
」
に
転
化
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
前
述
し
た
宝
晃
院
『
当
寺
要

用
書
写
し
帳
』
と
西
光
寺
所
蔵
『
田

無
村
尉
殿
権
現
縁
起
書
』
は
「
級
長
」

に
「
殿
尊
」
と
続
け
て
「
級
長
殿
尊
」

と
綴
っ
て
い
る
か
ら
、
級
長
↓
息

（
生
）が
長
い
、つ
ま
り「
尉
」と
な
り
、

尉
権
現
で
は
座
り
が
悪
く
、
五
所
殿

明
神
な
ど
と
呼
ぶ
例
が
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
「
殿
」
と
尊
称
を
つ
け
て
「
尉

殿
権
現
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
社
殿
内
に
あ
っ
た
と
い
う
神

楽
ま
た
は
能
の
古
尉
面
の
伝
来
を
理

解
す
る
一
つ
の
根
拠
に
な
る
。
長
寿

や
神
仙
は
中
国
の
道
教
思
想
の
中
心

テ
ー
マ
で
あ
り
、
密
教
と
修
験
道
は

こ
れ
と
習
合
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
み
て
き
た
と
き
、
尉
殿
権
現
は
水

と
風
の
神
霊
で
あ
る
ほ
か
に
、
長
寿

の
利
益
を
も
兼
ね
そ
な
え
た
神
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「保谷市史 別冊二 保谷の石仏と石塔」一、尉殿神社境内４頁～５頁引用
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「
尉
殿
考
」第
二
回

田
無
神
社
　
宮
司
　
　
　

賀
陽
智
之

シ 

リ 

ー 

ズ



昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）
に
大
阪
の

大
鳥
神
社
か
ら
田
無
神
社
に
大
鷲
大
神

（
お
お
と
り
の
お
お
か
み
）
が
分
祀
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
で
は「
お
と
り
さ
ま
」

と
称
さ
れ
商
売
繁
盛
の
神
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
夏
、
田
無
神
社
北

側
倉
庫
を
調
査
し
た
際
、
酉
の
市
に
関

す
る
古
い
資
料
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

本
誌
で
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）
に
田

無
神
社
で
斎
行
さ
れ
た
祭
儀
や
行
事
等

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
当
時
の
酉
の

市
開
催
日
に
は
、
現
在
の
よ
う
に
、
お

か
め
や
招
福
の
縁
起
物
を
飾
っ
た
熊
手

を
売
る
露
店
が
立
ち
並
ん
だ
そ
う
で
す
。

（令和5年9月15日発行） 

⑧

74
年
前
の
酉
の
市



二の鳥居付近 一の鳥居付近

太鼓曳き 神幸祭

７
月
９
日
（
日
）
に
４
年
ぶ
り
に
柳

沢
津
島
神
社
神
輿
が
出
御
し
ま
し
た
。

柳
沢
ガ
ー
ド
下
付
近
で
12
時
30
分
頃
に

出
御
し
、
午
後
１
時
頃
に
田
無
神
社
境

内
に
到
着
し
、
本
社
天
王
祭
が
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。
田
無
神
社
境
内
で
は
、
田

無
５
区
・
６
区
の
向
台
大
太
鼓
が
神
輿

を
先
導
し
参
道
を
清
め
ま
し
た
。
向
台

大
太
鼓
の
綱
を
田
無
５
区
・
６
区
の
氏

子
崇
敬
者
が
引
っ
張
り
、
一
の
鳥
居
か

ら
北
参
道
ま
で
進
み
ま
し
た
。
当
日
は

多
く
の
参
拝
者
が
集
ま
り
、
４
年
ぶ
り

に
担
が
れ
た
柳
沢
津
島
神
社
神
輿
、
数

十
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
向
台
大
太
鼓
の

担
ぎ
手
、
曳
き
手
に
盛
ん
な
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

向
台
大
太
鼓
は
、
向
台
地
区
の
氏
神

さ
ま
で
あ
っ
た
八
坂
神
社
（
明
治
43
年

に
一
村
一
社
の
合
祀
令
に
よ
り
田
無
神

社
に
合
祀
さ
れ
た
鎮
守
様
）
の
天
王
様

の
祭
り
に
、
太
鼓
を
曳
い
て
練
り
歩
い

た
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
戦

時
中
に
空
襲
で
八
坂
神
社
跡
地
の
倉
庫

か
ら
焼
け
出
さ
れ
新
井
家
（
現
田
無
神

社
総
代
新
井
浅
浩
氏
）
の
蔵
に
納
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
末
期
に
尾

林
家
（
現
尾
林
造
園
）
の
蔵
に
移
り
、

巡
幸
等
す
る
こ
と
も
な
く
時
が
経
過
し

ま
し
た
。
昨
年
、
田
無
神
社
奉
賛
会
の

小
林
孝
幸
氏
を
は
じ
め
と
し
た
皆
様
の

ご
奉
仕
に
よ
り
、
株
式
会
社
浅
野
太
鼓

楽
器
店
が
台
車
を
作
り
直
し
、
革
を
貼

替
え
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

当
日
の
祭
典
で
は
、
柳
沢
津
島
神
社

の
神
輿
渡
御
に
向
台
大
太
鼓
が
先
導
し

て
進
み
、田
無
神
社
境
内
に
お
い
て
両
者

の
久
し
ぶ
り
の
邂
逅
が
実
現
し
ま
し
た
。

「
７
月
15
日
は
休
日
で
あ
り
、
昭
和

30
年
頃
ま
で
喧
嘩
神
輿
は
行
わ
れ
て
い

た
が
、
神
輿
の
担
ぎ
手
が
な
く
な
り
や

め
て
し
ま
っ
た
。
明
治
の
末
頃
ま
で
５

区
に
あ
っ
た
八
坂
神
社
に
も
神
輿
が
あ

り
、
天
王
様
の
祭
り
の
日
に
は
１
区
、

２
区
、
５
区
の
神
輿
が
石
神
井
川
を
は

さ
ん
で
喧
嘩
で
賑
わ
っ
た
」

「
こ
れ
を
担
ぐ
若
い
衆
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
、
一
度
き
に
発
散
す
る
よ
う
な
、

ま
こ
と
に
勇
壮
な
も
の
で
し
た
。
祭
り

が
済
ん
だ
後
々
の
、
幾
日
も
の
間
、
よ

く
勇
ま
し
い
若
者
の
こ
と
が
、
人
々
の

話
題
に
な
り
ま
し
た
し
、
そ
の
よ
う
な

噂
の
主
に
な
る
こ
と
を
、
若
者
は
誇
り

に
し
た
も
の
で
す
」

田無神社社報

⑨

柳
沢
津
島
神
社
神
輿
渡
御
と
向
台
大
太
鼓

『
田
無
市
史
第
四
巻
民
俗
編
』

下
田
富
宅
編『
田
無
宿
風
土
記（
二
）』

　
　
　
　
　
　

  

（
序
に
代
え
て
Ⅹ
）
引
用

（
448
頁
）引
用



モツゴ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫

し
し
と
う
の
収
穫

ミ
ニ
カ
ボ
チ
ャ
の
収
穫

７
月
22
日（
土
）に
田
無
神
社
農
園
で

「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」
と
「
し
し
と
う
」

を
収
穫
し
、
７
月
23
日（
日
）斎
行
の
日

供
祭
で
ご
神
前
に
お
供
え
し
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
23
日（
日
）に
「
ミ
ニ
カ

ボ
チ
ャ
」
を
収
穫
し
、
８
月
１
日（
火
）

斎
行
の
月
次
祭
で
ご
神
前
に
お
供
え
し

ま
し
た
。
田
無
神
社
農
園
で
は
、
下
田

農
園
の
下
田
将
人
さ
ん
に
指
導
を
仰
ぎ
、

お
祭
り
・
祭
典
で
お
供
え
す
る
野
菜
・

果
物
を
栽
培
し
て
い
き
ま
す
。
農
園
で

の
野
菜
・
果
物
の
栽
培
の
状
況
等
に
つ

い
て
は
、
田
無
神
社
公
式
Ｈ
Ｐ・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
し
て
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

龍
神
池
が
完
成
し
て
５
年
が
経
過
し
、

池
に
数
種
類
の
ト
ン
ボ
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ジ
イ
ト
ト
ン
ボ

と
ク
ロ
イ
ト
ト
ン
ボ
の
ヤ
ゴ
は
体
が
小

さ
く
、
よ
く
似
た
姿
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
２
種
類
を
見
分
け
る
に
は
ヤ
ゴ
の

呼
吸
器
官
で
あ
る
「
び
さ
い
」
の
形
状

を
観
察
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ク
ロ

イ
ト
ト
ン
ボ
の
「
び
さ
い
」
に
は
３
つ

の
斑
紋
が
あ
り
、
先
端
が
や
や
丸
み
を

帯
び
て
い
ま
す
。
一
方
、
ア
ジ
イ
ト
ト

ン
ボ
は
斑
紋
が
な
く
先
端
が
鋭
く
尖
っ

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
見
分
け
る
の

が
難
し
い
種
も
あ
り
ま
す
が
、
出
会
っ

た
生
き
も
の
が
何
か
分
か
れ
ば
よ
り
楽

し
く
、
自
然
を
も
っ
と
近
く
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。
是
非
、
龍
神
池
を
覗
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。

田
無
神
社
農
園

（令和5年9月15日発行） 

⑩

龍
神
池
レ
ポ
ー
ト

〜
生
命
が
宿
る
ビ
オ
ト
ー
プ
〜

第
９
回　
「
イ
ト
ト
ン
ボ
の
観
察
」





令和3年神嘗奉祝祭の様子

令和4年酉の市の様子

令和2年新嘗祭 稲穂と巫女

令和4年審査会の様子令和5年2月ラジオ収録 記念撮影

伊
勢
の
神
宮
で
は
、
毎
年
10
月
17
日

に
天
照
大
御
神
様
に
新
穀
を
奉
る
神
嘗

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
全
国
の
神
社
で

行
わ
れ
る
「
神
嘗
奉
祝
祭
」
は
、
伊
勢

の
神
宮
で
行
わ
れ
る
「
神
嘗
祭
」
を
奉

祝
し
、
今
年
の
豊
か
な
実
り
に
感
謝
し
、

国
の
平
穏
と
国
民
の
安
寧
を
祈
念
し
ま

す
。
田
無
神
社
で
は
、
お
供
え
す
る
稲

穂
を
刈
り
取
る
「
抜
穂
祭
」
を
10
月
上

旬
に
、神
嘗
奉
祝
祭
を
10
月
17
日
（
火
）

に
斎
行
し
ま
す
。

11
月
11
日
（
土
）
一
の
酉
、
11
月
23

日（
木
）二
の
酉
の
日
程
で
酉
の
市（
熊

手
市
）
開
催
し
ま
す
。
一
の
酉
、
二
の

F
M
西
東
京
に
お
い
て
放
送
中
の

「
田
無
神
社
ラ
ジ
オ
」
が
７
年
目
に
突

入
！
毎
月
第
３
金
曜
日
の
13
：
00
〜

13
：
30
（
生
放
送
）
翌
週
月
曜
日
19
：

30
〜
20
：
00
（
再
放
送
）
で
す
。
ど
う

ぞ
ご
聴
取
く
だ
さ
い
。

新
嘗
祭
は
宮
中
恒
例
祭
典
の
中
の
最

も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
現
在
で
も
天

皇
陛
下
自
ら
ご
栽
培
に
な
っ
た
新
穀
も

お
供
え
に
な
り
ま
す
。
田
無
神
社
や
保

谷
三
社
お
い
て
も
、
稲
の
収
穫
を
祝
い
、

翌
年
の
豊
穣
を
祈
願
す
る
新
嘗
祭
を
斎

行
い
た
し
ま
す
。

「
田
無
神
社 

11
月
23
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
」「
尉
殿
神
社
11
月
23
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
」「
天
神
社　

11
月
23
日

（
木
）
午
後
２
時
〜
」「
阿
波
州
神
社
11

月
23
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
」。

田
無
神
社
干
支
絵
馬
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
の
作
品
募
集
を
８
月
31
日
（
木
）

に
締
め
切
り
ま
し
た
。
西
東
京
市
を
は

じ
め
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
数
多
く
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
作
品
は
、
９

月
中
旬
に
切
絵
作
家
の
小
出
蒐
氏
、
漫

画
家
の
ク
ロ
マ
ツ
テ
ツ
ロ
ウ
氏
に
よ
る

選
考
委
員
会
に
て
厳
正
な
審
査
を
行
い
、

入
賞
４
名
、
入
選
25
名
を
選
出
す
る
予

定
で
す
。 

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
応
募

作
品
の
中
か
ら
、
見
事
に
入
賞
さ
れ
た

４
名
の
方
々
の
作
品
を
、
９
月
下
旬
に

田
無
神
社
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発

表
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
入
賞
・
入
選

作
品
は
、
10
月
上
旬
に
「
田
無
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ａ（
ア
ス
タ
）」
２
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

に
て
展
示
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

酉
と
も
午
後
９
時
か
ら
社
殿
で
「
大
酉

祭
」
の
祭
事
を
執
り
行
い
ま
す
。
両
日

と
も
、
境
内
は
熊
手
屋
や
出
店
で
賑
わ

い
ま
す
。
是
非
、
酉
の
市
（
熊
手
市
）

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

時
間　
正
午
か
ら
午
後
10
時
迄

（令和5年9月15日発行） 

⑫
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神
嘗
奉
祝
祭
と
抜
穂
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市

田
無
神
社
ラ
ジ
オ

新
嘗
祭

絵
馬
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト



境内の臨時祈祷殿

令
和
５
年
５
月 

献
血
会
の
案
内
札

卓
上
破
魔
矢

分
散
参
拝
の
観
点
か
ら
、
破
魔
矢
な

ど
の
縁
起
物
を
令
和
５
年
12
月
１
日

（
金
）
よ
り
頒
布
い
た
し
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
６
年

の
初
詣
は
大
晦
日
や
三
が
日
な
ど
の
混

雑
す
る
日
を
避
け
、
分
散
参
拝
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

９
月
19
日
（
火
）
は
田
無
神
社
の
旧

例
祭
日
で
す
。
午
後
２
時
か
ら
摂
社
の

龍
神
社
（
黒
・
白
・
赤
・
青
）
の
例
祭

祭
典
を
執
り
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

ご
参
列
で
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
参
拝

く
だ
さ
い
。

「
令
和
６
年
の
吉
方
は
東
」

11
月
23
日（
新
嘗
祭
）か
ら
、
２
月
３

日(

節
分
祭
）
の
期
間
に
田
無
神
社
社

務
所
に
て
一
楽
萬
開
札
を
授
与
し
ま
す
。

一
楽
萬
開
札
を
そ
の
年
の
吉
方
に
お
祀

り
下
さ
い

一
楽
萬
開
札
を
受
け
る
事
に
よ
り
、

龍
神
様
よ
り
最
初
の
楽
を
い
た
だ
け
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
最
初
の
楽

を
一
楽
と
言
い
、
一
つ
の
楽
が
次
の
楽

を
呼
び
、
次
々
に
楽
が
集
ま
り
、「
萬

の
道
」
す
な
わ
ち
人
生
が
開
か
れ
る
こ

と
を
一
楽
萬
開
と
言
い
ま
す
。

※

今
年
度
か
ら
一
楽
萬
開
札
の
デ
ザ
イ

ン
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
切
り
絵
作
家
の

小
出
蒐
先
生
が
札
表
面
の
五
龍（
昇
龍
）

の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
ま
し
た
。

　
由
来
や
意
味
を
学
び
十
五
夜
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
中
秋
の
名
月
の
お
供
え

を
製
作
し
ま
す
。

※

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
：
９
月
24
日（
日
）10：00
〜
12：
00

会
場
：
田
無
神
社　
参
集
殿

会
費
：
￥
３
０
０
０　

(

当
日
会
場
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い)

講
師
：
唐
澤
都
志
子
（
室
礼
研
究
会
ゆ

ず
り
葉
講
師
）

申
込
締
切
：
９
月
19
日
（
火
）

10
月
８
日
（
日
）
に
国
登
録
有
形
文

化
財
の
田
無
神
社
参
集
殿
に
お
い
て
、

献
血
会
を
実
施
し
ま
す
。
輸
血
を
必
要

と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
尊
い
生
命
を

救
う
た
め
、
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

田
無
神
社
に
お
い
て
、
立
派
に
成
長

し
た
お
子
様
の
姿
を
神
様
に
ご
覧
い
た

だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
の
ご
奉
告
と
今

後
の
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、10
月
21
日
（
土
）

か
ら
12
月
３
日
（
日
）
の
期
間
は
、
境

内
に
臨
時
祈
祷
殿
を
設
置
し
、
密
を
避

け
参
拝
者
相
互
の
距
離
を
と
っ
て
斎
行

い
た
し
ま
す
。

※

ご
祈
祷
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お
申
込
み
に
な
ら
れ
た
方
か
ら
順
次
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。
混
雑
期
で
は
、
15

分
か
ら
30
分
程
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。初
穂
料
は
５,
０
０
０
円
、

1
0,
0
0
0
円
、2
0,
0
0
0
円
以
上

の
３
種
類
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
祈
祷
の

内
容
は
同
じ
で
す
が
、
授
与
品
や
お
札

の
大
き
さ
な
ど
の
違
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
祈
祷
受
付
時
間　
９
時
〜
16
時

日
時
：
10
月
８
日（
日
）11：
00
〜
15
：30

場
所
：
田
無
神
社　
参
集
殿

⑬

田無神社社報

お
正
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縁
起
物

旧
例
祭
日

一
楽
萬
開
札

室
礼
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室

神
社
de 

献
血

七
五
三
参
り



平成3年（1991） 平成2年 (1990)

令和元年(2019) 平成30年 (2018)

昭和54年(1979) 年代不明

平成10年(1998) 年代不明

⑭

田無神社社報 （令和５年９月15日発行）

写真で振り返る神輿渡御




